
遊べる玩具が制限される 

密を避ける遊び 

 

昨年より本を読む子が増えた 

行事が減り、子ども達と 

楽しめることが少ない 

大勢で集まれない 

〈本をたくさん読もう！〉 

読書カードを作る 

１０冊読めたら手作りのしおりをプレゼント 

〈ＤＶＤシアター〉   

広い部屋で大きなスクリーンを使った DVD 鑑賞 

 

友達と一緒に映画気分を

味わえ、ゆっくり過ごせる 

毎月楽しみにしている 

幼児の遊び場の入場制限 

入れずに行く所に困る 

遊べる場所が減る 

〈子育てサロン〉 

午前解放 

厚生員で月１回開催して安心して遊べる場所を

提供 

親子での交流の場が増え 

親子で楽しめて安心して

遊べる 

遊戯室でたくさんの

人数で遊べない 

[ここに出典を記

載します。] 

〈遊び〉 

バドミントンや卓球等 距離が取れる遊びに制限  

バトミントンや卓球が 

上手になる子が増える 

図書室でトランプや人生

ゲームなどの紙類、シルバ

ニアファミリー等の布類

は消毒できないため使用

できない 

２セット用意して、使用後は放置消毒し 

もう１セットの方を使う 
使えなかった遊びができる 

ようになる 

[ここに出典を記載しま

す。] 

  

                                                   

                                                    〈 こども＋あそび×まいにち 〉   戸板児童館 

                                                          

 コロナによる制限                 工夫                  結果  

                                                                 

   今回の第３ブロック発行の厚生員の集いは、コロナ禍での行事や日常です。 

制限のある中でも、各館で工夫して行っている様子を お伝えしたいと思います。 

 

 

コロナ感染対策をして七夕かざり作り!! 

        「短冊に願いを込めて！」    芳斎児童館 

 

新型コロナ感染拡大を防止するため、色々なイベントが中止となり 

子ども達はとても残念そう… 

毎年７月７日の夕方に中央小学校校区の４少連（長町・芳斎・長土塀・松ヶ枝）で行われてきた 

「七夕まつり」も中止。本当なら「七夕かざり作り」で自分の作った飾りや、願いを込めて書いた 

短冊を笹竹に飾り、それを持って各少連に集まって犀川河川敷まで移動して４少連と合流。 

七夕かざりの短冊を燃やすことで火に浄化され煙となり天に昇り願い事が神に届くとされることから 

地元の消防団の方の協力もあり「笹燃やし」式をしてきました。 

 昨年は「七夕かざり作り」も「七夕まつり」も中止。今年も「七夕まつり」の中止が決定。 

どうにか「七夕かざり作り」が出来ないかと思い 

感染対策（１人用のマットを置いて隣の人と離れて 

作る。隣の人と近づかないように張り紙をする）等を 

して、少人数に分かれ数回実施することに。  

「はやくコロナが終わり、楽しくすごせますように」など 

子ども達もコロナ終息の願う短冊が多く、切ない思いに… 

それでも将来の夢や家族の健康を願う短冊も多く 

温かい気持ちになり、企画して良かったと思いました。 

 

＊＊＊みんなの願いがかないますように＊＊＊ 

                                                                                                                       

 

「みんなで遊ぼう新年会」   長町児童館  

 

令和３年１月２３日(土)に毎年恒例の社会福祉協議会の[いいねサロン]との合同新年会を行った。 

【プログラム】                                            

①挨拶                                                

②ちょっとだけ体操                                                        

③じゃんけん遊び       感染対策として参加人数の制限をしたうえで検温・除菌・換気等に         

④脳トレクイズ        注意を払いながら実施した。                     「久しぶりに楽しかった。」「子供らに元気をもらった。」とうれしい感想を頂いた。 

⑤オーバルボール       例年ならば、母親クラブの方が作ったメッタ汁とおにぎりを全員で     制限された自粛生活の中で、このような交流の場が大切な時間になったのではないか。           

⑥紙芝居『七ど ぎつね』    食べているが、今年はお弁当とお饅頭を持って帰ってもらった。      これからも、大切な時間を 子ども達や地域の方達と作っていきたい。 
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   『七夕ファンタジー』   長田町児童館                                     「おばあちゃんの知恵袋：ぞうきんつくろ！！」   瓢箪児童館  行事日時 ： 2021.7.3(土) 10:00～12:00  

 

一年に一度の七夕…今年の願い事は？…「コロナがなくなりますよ～に」皆が短冊に書いていた。       ２０年来の一押しのひとつ、地域のお年寄りとの交流を図る行事のひとコマです。三蜜を避け、時間短縮を守り実施しました。 

感染予防対策の中、利用できる人数を制限し子ども達の笑顔がたくさんみられるよう願いながら        子ども達は針に糸を通す事に一苦労…。お年寄りのゆったりとした励ましと声かけで、音を上げる子はおらず必死に糸を通し 

毎年のように楽しい時間を設けた。母親クラブのお母さんによる「三匹の子ぶた～七夕バージョ       ます。「通った‼」の歓声には、満面の笑顔で「よかったね‼」と答えてくれます。それから縫い始めるのですが裁縫が得意で 

ン～」を爆笑しながら鑑賞し、その後、「七夕と言ったら…ビンゴゲーム」、皆が大好きな手作り       なくても優しく声をかけてもらう事で、最後まで頑張る事ができました。早く縫い終えた子はマジックで絵を描き仕上げます。 

おやつ(シュワシュワ缶ゼリー)作りタイムを楽しみ、それぞれ嬉しそうに持ち帰った。           一針一針丁寧に、そして真剣に縫っているので、児童館内には静かな時間が流れました。そのあと濡れ新聞とほうきを使った 

『ワイワイガヤガヤ…大爆笑…は自粛…』の中での児童館活動。マスクをして～、マスク外して       掃除を指導して頂きながら実践。遊びのように面白かったので、なかなか切り上げられず予定時間をオーバーしてしまいました。 

いいよ～…の声が響く児童館…。たくさんの制限があるが、私達は、子ども達に日々寄り添い          従来なら、掃除のあと地域ボランティアの会が用意してくださる素麵を一緒にいただきながら会話を楽しむ交流タイムⅡで 

子ども達の「居場所」を大切に活動を継続していきたいと思っている。                  より親睦を深められるのですが、今年は感染対策で中止。お年寄りの方も残念な様子でした。 

                                                      

                                                           このような児童館での交流の経験から分からない事、知らない事があれば気楽に地域の方々に声をかけ、 

                                                       教えてもらう…そんな【感覚】経験を普段の生活の中でも生かされるようになってほしいと思います。 

                                                         

   

 

 

 

 

                                                                  

                                                                コロナ禍に地域とつながりがもてるように工夫したこと  小立野児童館     

                          

「シングルツイスター」   材木児童館                         親子バス旅行 

                                                  令和２年５月に行く予定が１２月に延期するも直前に中止。何とか年度内３月に出かけることが出来た。 

コロナ禍で感染対策により玩具は消毒できるものや、１人で遊べるぬり絵、けん玉、コマ回し、        ・工夫したこと 

折り紙などの密にならない遊びを提供してきましたが、段々と子どもたちは飽きてしまいます。         申し込み時に健康チェックカードを用意し、当日持参してもらった。 

以前遊んでいたおもちゃで何とかして遊べないか？と考え、他県のＨＰで紹介されていた物を          バスの中ではマスクを外さずに、口に入れやすい飴やグミなどのおやつを用意した。 

参考に今まで通りでは密になり厳しいのですが、少し手を加えて児童館で人気のツイスターを         

復活させました。本来は１枚のシートの上で２～４人の人が重なり合いながら遊びかなり密な          情報発信 

状態です。そこで考えたのが、１人用の足型と手形シートを作り、少し離れた場所で対戦！              行事等が延期・中止になるたび参加者に連絡することが増えた。しかし、連絡先が 

基本的なルールは変わりませんが、自分のシートの置き場所は自由です。久しぶりに、子ども            分からない子や電話連絡するも、なかなか出てもらえず 対応に数日かかった。 

達の楽しい声を聞けました♬                                      ・工夫したこと 

                                                        ホームページを開設し『じどうかんだより』の閲覧と中止･延期等はすぐに掲示した。 

                                                       公式ＳＮＳを作成し、ＱＲコードを使って登録してもらい予定変更等をクラブや 

                                                       かんがるー教室参加者などに分けて迅速に連絡出来た。 

   

                                                     予定変更等の連絡がスムーズになり、また 来館する方や問い合わせもあり、 

                                                     より地域の人たちとのつながりが図れたように感じる。 

                                                     今年度、５月にバス旅行、８月に県政バスを計画したものの、中止となり 

                                                   ３月までにはバス旅行が実行できればと思う。 

                                                                                                     来年度は、コロナも落ちついて３年越しの雪の大谷親子バス旅行を実現 

                                                                                                     したいと思っている。 

                                                                                                                                                                                                     


